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               審   査   の   要   旨 
 
 本論文は、水田副産物である生稲わらおよび生米ぬかを国産飼料として有効利用するために、
輸入飼料への依存度が高い黒毛和種肥育牛への給与試験を実証的レベルで行い、１）生稲わらに
は従来から利用されている乾燥稲わらに比べて、β-カロテンおよびα-トコフェロールが多く含
まれるという成分特性を解明し、２）生稲わらは分離給与ならびにTMR給与のどちらでも、肥育
牛特有のビタミンA欠乏症のリスクが消失するとともに、枝肉評価に影響しないことを明らかに
し、さらに、３）生米ぬかの発酵TMRでの給与により、牛肉中のオレイン酸割合を高まる効果を
提示し、いずれも新規性が高い成果・知見である。特筆すべきは、肥育期間中に脂肪交雑を高め
るためにビタミンA給与を制限する従来技術に対し、β-カロテンが豊富な飼料素材を給与する試
験に取り組み、従来技術と遜色ないことを実証したことである。さらに、国産飼料の利用率向上
とコスト低減に向けた可能性も提示した。この成果は、今後、新しい肥育技術の開発と普及に大
きく貢献すると考えられ、高く評価されるべき知見である。 
 平成３０年１月１５日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査
及び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。
その結果、審査委員全員によって合格と判断された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
